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今冬のインフルエンザワクチンの優先的な接種について（依頼） 

 

 岡山県保健福祉行政の推進については、平素よりご協力いただいております

ことに厚く御礼申し上げます。 

さて、今冬のインフルエンザワクチンの優先的な接種について、今シーズン

に供給されるインフルエンザワクチンの見込み量は、約３，３２２万本と、統

計のある平成８年以降、最大だった昨年の使用量（２，８２５万本）と比較し

ても約１８％多い量が見込まれているところですが、新型コロナウイルス感染

症の流行により、接種希望者が例年より、増加している状況です。 

つきましては、国による定期接種対象者への優先接種の協力期間は終了しま

したが、必要な方に確実に届くように、定期接種対象者や基礎疾患のある方、

重症化リスクの高い方等を優先して接種するようご配慮願います。 

 また、必要に応じて、２回接種対象者（１３歳未満）においても、１回接種

とする旨の検討についても併せてお願いしますので、貴会員への周知について

お願い致します。 

 

記 

優先接種の配慮をお願いする方 

・定期接種対象者（６５歳以上の高齢者等） 

・医療従事者 

・基礎疾患を有する方 

・妊婦 

・生後６ケ月～小学校２年生 

 

【参考（小児の１回接種について）】 

・「季節性インフルエンザワクチンの供給について」（令和２年９月９日付け医政

経発 0909 第１号、健健 0909 第１号、健感 0909 第３号 厚生労働省医政局経

済課長、厚生労働省健康局健康課長、厚生労働省健康局結核感染症課長連名通

知） 

・「令和２年度インフルエンザＨＡワクチン製造予定量増産等のお願い」（2020

年 8月 14日付け予防接種推進専門協議会（参加学術団体（公社）日本小児科

学会他２１団体）） 


